
がん化学療法 副作用対策ハンドブック

　　＜本正誤表掲載情報＞

［P1］ 第3刷（2012年2月24日発行発行）をおもちの方が必要な修正箇所

［P2~3］ 第2刷（2011年3月25日発行発行）をおもちの方が必要な修正箇所

［P4~5］ 第1刷（2010年10月15日発行発行）をおもちの方が必要な修正箇所

頁 場所 誤 正 補足 掲載

 第1章 抗がん剤の副作用症状と治療

86 アムルビシン
腎不全時の投与量

短銃 胆汁 12/05/11

正誤表

■第3刷（2012年2月24日発行）をおもちの方が必要な修正箇所

本書中に訂正箇所等がございました。訂正し，お詫び致します。お手数をお掛けしますが、訂正箇所を書き込んでお使いいただきますよう、お願い申し上げます。	

　（2011年3月22日作成　2012年5月11日更新）	




頁 場所 誤 正 補足 掲載

 第1章 抗がん剤の副作用症状と治療

86 アムルビシン
腎不全時の投与量

短銃 胆汁 12/05/11

89 表8 脚注 院内死亡率に関するOdds ratio　AKIN：3.59 削除 脚注をすべて削除 12/03/01

121 表１ 脚注 ※２，※３ 削除 脚注を削除 12/03/01

第３章 抗がん剤の種類

224 イリノテカン【併用注意】箇条書き
２つ目

末梢性筋弛緩剤 ↓末梢性筋弛緩剤 12/03/01

224 イリノテカン【併用注意】箇条書き
５つ目

ソラフェニブ ▲ソラフェニブ 12/03/01

231 エキセメスタン【作用機序・体内
動態】箇条書き１つ目

…ステロイド性アロマターゼ阻害薬 …（ステロイド性アロマターゼ阻害薬） （）でくくる 12/03/01

234 サリドマイド【重大な副作用】２行
目

血性心疾患，重篤な皮膚症状 虚血性心疾患，重篤な皮膚障害 12/03/01

234 サリドマイド【併用注意】６行目 ▲アルコール，抗うつ薬 ▲アルコール，▲抗うつ薬 12/03/01

239 ベバシズマブ【重大な副作用】２
行目

好中球減少症 骨髄抑制 12/03/01

242 イマチニブメシル酸塩【併用注
意】箇条書き３つ目

↑アセトアミノフェン（肝毒性の増強），↑グレープフルーツ ▲アセトアミノフェン（肝毒性の増強）
↑グレープフルーツジュース

12/03/01

244 スニチニブ【併用注意】２~５行目 ↑CYP3A4阻害薬
　・▲アゾール系抗真菌薬
　・▲マクロライド系抗生物質
　・▲HIVプロテアーゼ阻害薬
　・▲グレープフルーツジュース ↑CYP3A4阻害薬

↑CYP3A4阻害薬
　・アゾール系抗真菌薬
　・マクロライド系抗生物質
　・HIVプロテアーゼ阻害薬
↑グレープフルーツジュース

記号を修正 12/03/01

244 スニチニブ【併用注意】箇条書き
３つ目

QT間隔延長を起こすことが知られている薬剤（イミプラミン，ピモジドなど），
抗不整脈薬（キニジン，プロカインアミド，ジソピラミド，ソタロールなど）（QT
間隔延長，心室性不整脈などの重篤な副作用のおそれ）

▲QT間隔延長を起こすことが知られている薬剤（イミプラミン，ピモジドな
ど），▲抗不整脈薬（キニジン，プロカインアミド，ジソピラミド，ソタロールな
ど）：QT間隔延長，心室性不整脈などの重篤な副作用のおそれ

12/03/01

245 下から１行目 食事の影響を避けるため，食事の1 時間前から… 高脂肪食摂取時には，食事の1 時間前から… 12/03/01

251 エベロリムス【重大な副作用】５行
目

肺胞タンパク 肺胞たんぱく症 12/03/01

■第2刷（2011年3月25日発行）をおもちの方が必要な修正箇所



 第4章 標準治療における副作用対策

268 【5-FU＋l-LV療法 】 11/03/22

268 【UFT+LV療法】 11/03/22

 第5章 抗がん剤投与手技の基本と注意

309 上から２行目 クレープオンコロジーシステム ケモクレーブシステム 12/03/01



頁 場所 誤 正 補足 掲載

 第1章 抗がん剤の副作用症状と治療

59 下から１行目 2mg/m2 を超える投与は行わない 2mg/body を超える投与は行わない 赤字部分を修正 11/03/22

86 アムルビシン
腎不全時の投与量

短銃 胆汁 12/05/11

89 表8 脚注 院内死亡率に関するOdds ratio　AKIN：3.59 削除 脚注をすべて削除 12/03/01

121 表１ 脚注 ※２，※３ 削除 脚注を削除 12/03/01

168 表１ 脚注 メトトレキサートは悪性リンパ腫の原因になることがあり，稀に浸潤すること
がある

メトトレキサートは悪性リンパ腫の原因になることがある 赤字部分を削除 11/03/22

第３章 抗がん剤の種類

6
200
205
211
216
226
231
235

第３章の執筆者 すべて「宮澤真帆，横山礼子」と連名に 11/03/22

224 イリノテカン【併用注意】箇条書き
２つ目

末梢性筋弛緩剤 ↓末梢性筋弛緩剤

224 イリノテカン【併用注意】箇条書き
５つ目

ソラフェニブ ▲ソラフェニブ

231 エキセメスタン【作用機序・体内
動態】箇条書き１つ目

…ステロイド性アロマターゼ阻害薬 …（ステロイド性アロマターゼ阻害薬） （）でくくる 12/03/01

234 サリドマイド【重大な副作用】２行
目

血性心疾患，重篤な皮膚症状 虚血性心疾患，重篤な皮膚障害 12/03/01

234 サリドマイド【併用注意】６行目 ▲アルコール，抗うつ薬 ▲アルコール，▲抗うつ薬 12/03/01

239 ベバシズマブの【適応】 ，以降を改行 11/03/22

239 ベバシズマブ【重大な副作用】２
行目

好中球減少症 骨髄抑制 12/03/01

242 イマチニブメシル酸塩【併用注
意】箇条書き３つ目

↑アセトアミノフェン（肝毒性の増強），↑グレープフルーツ ▲アセトアミノフェン（肝毒性の増強）
↑グレープフルーツジュース

12/03/01

243 スニチニブの【適応】 ，以降を改行 11/03/22

244 ソラフェニブの【適応】 ，以降を改行 11/03/22

244 スニチニブ【併用注意】２~５行目 ↑CYP3A4阻害薬
　・▲アゾール系抗真菌薬
　・▲マクロライド系抗生物質
　・▲HIVプロテアーゼ阻害薬
　・▲グレープフルーツジュース ↑CYP3A4阻害薬

↑CYP3A4阻害薬
　・アゾール系抗真菌薬
　・マクロライド系抗生物質
　・HIVプロテアーゼ阻害薬
↑グレープフルーツジュース

記号を修正 12/03/01

■第1刷（2010年10月15日発行）をおもちの方が必要な修正箇所



244 スニチニブ【併用注意】箇条書き
３つ目

QT間隔延長を起こすことが知られている薬剤（イミプラミン，ピモジドなど），
抗不整脈薬（キニジン，プロカインアミド，ジソピラミド，ソタロールなど）（QT
間隔延長，心室性不整脈などの重篤な副作用のおそれ）

▲QT間隔延長を起こすことが知られている薬剤（イミプラミン，ピモジドな
ど），▲抗不整脈薬（キニジン，プロカインアミド，ジソピラミド，ソタロールな
ど）：QT間隔延長，心室性不整脈などの重篤な副作用のおそれ

12/03/01

245 下から１行目 食事の影響を避けるため食事の1 時間前から… 高脂肪食摂取時には，食事の1 時間前から… 12/03/01

251 エベロリムス【重大な副作用】５行
目

肺胞タンパク 肺胞たんぱく症 12/03/01

252 【注意点】箇条書きの３つ目 空腹時時投与を行う 空腹時投与を行う 赤字部分を削除 11/03/22

 第4章 標準治療における副作用対策

268 【5-FU＋l-LV療法 】 11/03/22

268 【UFT+LV療法】 11/03/22

270 【FOLFIRI＋BV療法】5-FU
（2,400mg/m2）

赤字部分を修正 11/03/22

 第5章 抗がん剤投与手技の基本と注意

307 下から３行目 調整環境の汚染予防のために 調製環境の汚染予防のために 赤字部分を修正 11/03/22

309 上から２行目 クレープオンコロジーシステム ケモクレーブシステム 12/03/01


